




















































































　　～令和3年度実績～

　　令和4年８月

船橋市生涯スポーツ推進計画進捗状況

別冊２





令和3年度の事業評価について

◇令和3年度　評価区分

　【参考　従前の評価区分】

A. 目標に対し達成度が非常に高い・数値目標の場合、80％以上

B. 目標に対し達成度が高い・数値目標の場合、60％以上80％未満

C. 目標に対し達成度がやや低い・数値目標の場合、40％以上60％未満

D. 目標に対し達成度が低い・数値目標の場合、40％未満

◇評価の内訳 ◇今後の方向性の内訳

区分 評価数 割合 区分 評価数 割合

A 12 21.1% 継続 53 91.4%

B 36 63.2% 拡大 3 5.2%

C 2 3.5% 縮小 0 0.0%

D 6 10.5% 廃止 0 0.0%

未定 0 0.0%

◇結果

　令和3年度の事業評価については、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた評価とするため、
従前の評価区分を見直し、実施しました。

　令和3年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度に引き続き、市が主催する事
業や地域住民等が行う事業について中止や縮小となるケースが多かった。
　しかしながら、感染拡大予防に関するガイドライン等に基き、感染対策を徹底したうえで、一部
の事業を実施することができた。
　今後も新型コロナウイルス感染症の対策を徹底するとともに、新しい生活様式に対応した事業を
検討し実施していく。

A.何らかの形式で事業を実施することができ、事業目標を達成できた。

B.何らかの形式で事業を実施することができたが、事業目標を達成できなかった。

C.事業を実施できなかったが、来年度以降の実施につながる検討や取組を行った。

D.事業を実施できなかった。
※「何らかの形式」とは、事業を実施するにあたり、元年度以前と同様の従来形式で行ったもの、または、

新しい生活様式を踏まえて従来形式を変更して行ったものを指す。

※「事業目標を達成できた」とは、事業ごとに各課で設定した目標を、例年どおりに達成できた場合を指す。
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取組名 評価区分 方向性 担当課

1 スポーツ推進団体への支援 A 継続 生涯スポーツ課

1 総合型地域スポーツクラブの設立支援・育成 B 継続 生涯スポーツ課

2 船橋市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会の支援 B 継続 生涯スポーツ課

1 指定管理施設の活用 A 継続 生涯スポーツ課

1 スポーツ施設予約システムの活用 A 継続 生涯スポーツ課

1 ふなばし市民大学校（スポーツコミュニケーション学科）の充実 A 継続 社会教育課

2 スポーツ推進委員協議会の各種研修会等への支援 B 継続 生涯スポーツ課

1 スポーツ指導者の発掘 D 継続 生涯スポーツ課

2 競技スポーツ指導者等との連携の強化 B 継続 生涯スポーツ課

3 各コミュニティにおけるスポーツ活動の啓発強化 B 継続 生涯スポーツ課

1 健康教育の充実 B 継続 地域保健課

2 公民館等におけるスポーツ教室の開催 A 継続 社会教育課

1 学校における健康相談 B 継続 保健体育課

2 成人健康相談 B 継続 地域保健課

1 各種健康・体力づくり講習会、研修会の開催支援 D 継続 生涯スポーツ課

2 公園を活用した健康づくり事業の検討 B 継続 地域保健課

3 親子教室等の開催 A 継続 地域子育て支援課

4 公的トレーニング施設の整備 A 拡大 生涯スポーツ課

1 スポーツ交流事業の助言 D 継続 国際交流課

1 市民レベルでの交流活動との連携 D 継続 国際交流課

施策 事業名

第1部

生涯スポーツ・レクリエーション推進体制の整備

(1)

生涯スポーツ・レクリエーション推進体制の促進

①
スポーツ推進団体との連携

②

総合型地域スポーツクラブの育成・支援

③
指定管理者の活用

④
スポーツ施設利用予約におけるサービスの向上

(2)

スポーツ・レクリエーション指導者の養成と活用

①

指導者の養成

②

指導者の発掘と活用

(3)

健康・体力づくり環境の整備

①

健康に関する学習機会の充実

②

相談事業の拡充

③

健康・体力づくり環境の整備充実

(4)

スポーツ・レクリエーション国際交流の推進

①

国際交流事業の推進

【評価区分】

A.何らかの形式で事業を実施することができ、事業目標を達成できた。

B.何らかの形式で事業を実施することができたが、事業目標を達成できなかった。

C.事業を実施できなかったが、来年度以降の実施につながる検討や取組を行った。

D.事業を実施できなかった。

※「何らかの形式」とは、事業を実施するにあたり、元年度以前と同様の従来形式で行ったもの、

または、新しい生活様式を踏まえて従来形式を変更して行ったものを指す。

※「事業目標を達成できた」とは、事業ごとに各課で設定した目標を、例年どおりに達成できた場合
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取組名 評価区分 方向性 担当課施策 事業名

【評価区分】

A.何らかの形式で事業を実施することができ、事業目標を達成できた。

B.何らかの形式で事業を実施することができたが、事業目標を達成できなかった。

C.事業を実施できなかったが、来年度以降の実施につながる検討や取組を行った。

D.事業を実施できなかった。

※「何らかの形式」とは、事業を実施するにあたり、元年度以前と同様の従来形式で行ったもの、

または、新しい生活様式を踏まえて従来形式を変更して行ったものを指す。

※「事業目標を達成できた」とは、事業ごとに各課で設定した目標を、例年どおりに達成できた場合

1 全市レベルのスポーツイベントの支援 B 継続 生涯スポーツ課

2 地域スポーツイベントへの支援 B 継続 生涯スポーツ課

1 市民スポーツ教室の開催 B 継続 生涯スポーツ課

2 公民館等におけるスポーツ教室の開催（再掲） A 継続 社会教育課

3 公園を活用した健康づくり事業の検討（再掲） B 継続 地域保健課

1 各種媒体の活用 B 継続 生涯スポーツ課

2 スポーツ関係団体との連携 B 拡大 生涯スポーツ課

1 スポーツ事業への協力と連携 A 継続 生涯スポーツ課

1 小中学校における個に応じた指導の充実 B 継続 保健体育課

2 研修の充実と指導者の資質の向上 B 継続 保健体育課

3 学校体育施設・用具の安全管理の徹底 B 継続 保健体育課

4 安全点検の徹底 B 継続 保健体育課

1 教育活動をとおした体力向上の推進 B 継続 保健体育課

2 体力向上推進委員会の充実 B 継続 保健体育課

1 教育活動指導者の派遣 B 継続 保健体育課

2 運動部活動と生涯スポーツ活動との連携 D 継続 生涯スポーツ課

3 市立船橋高等学校との連携 A 継続
保健体育課・生涯ス

ポーツ課

1 市スポーツ協会加盟団体への支援 B 継続 生涯スポーツ課

2 各種大会開催への支援 B 継続 生涯スポーツ課

1 市民体育大会への支援 B 継続 生涯スポーツ課

2 県民体育大会への支援 C 継続 生涯スポーツ課

1 大規模大会等の支援開催 A 継続 生涯スポーツ課

第2部

生涯スポーツ・レクリエーション活動の促進

(1)

生涯スポーツ・レクリエーション活動の機会の拡充

①

市民主導のスポーツイベントの推進

②

スポーツ教室の開催

③

スポーツ情報の発信 

④
スポーツ事業への協力と連携

(2)

学校での体育・スポーツ活動の充実

①

学校体育・スポーツ活動の指導の支援

②

児童生徒の体力の向上

③

運動部活動の推進

(3)

競技スポーツの充実

①

スポーツ推進団体への支援

②

市民体育大会・県民体育大会などの充実

③
大規模大会の開催・協力
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取組名 評価区分 方向性 担当課施策 事業名

【評価区分】

A.何らかの形式で事業を実施することができ、事業目標を達成できた。

B.何らかの形式で事業を実施することができたが、事業目標を達成できなかった。

C.事業を実施できなかったが、来年度以降の実施につながる検討や取組を行った。

D.事業を実施できなかった。

※「何らかの形式」とは、事業を実施するにあたり、元年度以前と同様の従来形式で行ったもの、

または、新しい生活様式を踏まえて従来形式を変更して行ったものを指す。

※「事業目標を達成できた」とは、事業ごとに各課で設定した目標を、例年どおりに達成できた場合

1 各種スポーツ・レクリエーション事業の参加枠の拡大 B 継続 生涯スポーツ課

1 高齢者団体のスポーツ・レクリエーション活動の支援 B 継続 高齢者福祉課

2 高齢者が参加するスポーツ・レクリエーション大会への支援 B 継続 高齢者福祉課

1
障害のある人の参加できる各種スポーツ・レクリエーション事
業の検討

A 継続 生涯スポーツ課

1 障害者団体のスポーツ・レクリエーション活動の支援 B 継続 障害福祉課

2 スポーツ・レクリエーション大会の支援 B 継続 障害福祉課

1 指導者の育成の支援 B 継続 生涯スポーツ課

1 競技性の高い障害者スポーツの支援方法の検討 B 継続 生涯スポーツ課

1 各施設の充実 B 継続 生涯スポーツ課

1 運動広場の整備・拡充 B 継続 生涯スポーツ課

2 まちかどスポーツ広場の整備・拡充 B 拡大 生涯スポーツ課

1 学校体育施設開放事業の充実 B 継続 生涯スポーツ課

1 民間スポーツ・レクリエーション施設の情報提供 C 継続 生涯スポーツ課

2 地域にある大学との連携 D 継続 生涯スポーツ課

③

①

④
競技性の高い障害者スポーツの支援

第2部

(4)

高齢者のスポーツ・レクリエーション活動への参加の促進

①
参加機運の高揚

②

各種事業への支援

(5)

障害のある人のスポーツ・レクリエーション活動への参加の促進

①
参加機運の高揚

②

各種事業への支援

民間スポーツ・レクリエーション施設、地域にある大学等との情報交換

指導者の確保

第3部

スポーツ・レクリエーション施設の整備・充実

(1)

スポーツ・レクリエーション施設の整備

①
公式競技のできるスポーツ施設の整備

②

地域スポーツ施設の整備

(2)

学校体育施設の開放

①
体育施設開放の促進

(3)

民間スポーツ・レクリエーション施設、地域にある大学等との連携・協力
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事業評価シート





事業一覧表

目指すべき姿

A 何らかの形式で事業を実施することができ、事業目標を達成できた。 継続

第1部 生涯スポーツ・レクリエーション推進体制の整備 B 何らかの形式で事業を実施することができたが、事業目標を達成できなかった。 拡大

第2部 生涯スポーツ・レクリエーション活動の促進 C 事業を実施できなかったが、来年度以降の実施につながる検討や取組を行った。 縮小

第3部 スポーツ・レクリエーション施設の整備・充実 D 事業を実施できなかった。 廃止

未定

評価区分 評価 評価区分 評価 方向性 左記の理由や今後の具体的な取組

第1部 (1) ① 1
スポーツ推進団体への
支援

船橋市スポーツ推進委員協議会及び船橋市スポーツと
健康を推進する会のレクリエーション活動の運営及び各
地区でのスポーツイベントの開催を支援していきます。ま
た、船橋市体育協会の開催する市民体育大会、市民ス
ポーツ教室の開催や県民体育大会への選手派遣につい
て支援していきます。
併せて、企業のスポーツチームやプロスポーツチームと
協力、連携し、スポーツの振興と地域の交流活動への支
援を行います。

A

【スポーツ推進委員協議会】
スポーツ推進委員協議会に対し、活動支援及び各種補助金の交付を行な
いました。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、市内一円を歩く「元
気ふなばし健康ウォーキング」が中止となり、各地区ごとのスポーツイベント
もそのほとんどが中止となりました。
【スポーツと健康を推進する会】
スポーツと健康を推進する会に対し、活動支援及び各種補助金の交付を行
なう予定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、事業が中
止となりました。
【クボタスピアーズ】
市内小学校を対象とするタグラグビー教室について、11校から申し込みが
ありましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止しました。
【市民体育大会】
船橋市教育委員会と船橋市スポーツ協会が共に主催する市民体育大会に
ついて、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため春季大会は全競技中
止、秋季大会は５競技のみ実施し6,141人が参加しました。
【市民スポーツ教室】
船橋市スポーツ協会加盟団体に委託し、７競技を実施する予定でしたが、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止となりました。

A

【市スポーツ推進委員協議会】
市スポーツ推進委員協議会に対し、活動支援及び各種補助金の交付をし
た。
新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年度に引き続き、多くの事
業が中止となった。しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策
を講じ、健康ウォーキングを含む多くのスポーツ行事を市内各地で実施する
ことができた（令和3年度：90行事、5,861人）。
【スポーツと健康を推進する会】
スポーツと健康を推進する会に対し、活動支援及び補助を交付する予定で
あったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、事業が実施されな
かった。
【クボタスピアーズ】
市内小学校を対象とするタグラグビー教室について、2校実施し、266人が参
加した。なお、新型コロナウイルス感染症の影響により、1校は実施できな
かった。
【市民体育大会】
市教育委員会と市スポーツ協会が主催する市民体育大会について、春季大
会は24競技14,070人、秋季大会は22競技10,861人が参加した。なお、新型
コロナウイルス感染症の影響等により、全競技は開催できなかった。
【市民スポーツ教室】
スポーツ協会加盟団体に委託して、6競技実施し、679人が参加した。なお、
新型コロナウイルス感染症の影響により、全教室は実施できなかった。

継続
各団体及びプロスポーツチーム等の多様な主体による活動は、スポーツを
推進する上で必要不可欠な活動であることから継続する。

生涯ス
ポーツ課

第1部 (1) ② 1
総合型地域スポーツクラ
ブの設立支援・育成

町会・自治会、各地区スポーツ推進委員等をとおして、総
合型地域スポーツクラブの必要性を啓発し、クラブの設
立に向けた取り組みを推進します。

B

新たなクラブ設立の相談はなく、クラブ数は４クラブと昨年度と変わらずで
あった。（塚田JSCは休止中）
コロナ禍における活動について、活動場所の確保等の相談があり、相談支
援を行ったためB評価とした。

B

新たなクラブ設立の相談はなかった。
クラブ数は4クラブ（ならだい、八木が谷、薬円台、大穴）と昨年度と変わらず
であった。
船橋市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会に出席する等し、各クラブの
活動状況を把握する等の連携に努めた。

継続
地域におけるスポーツ活動における拠点として必要であることから、継続と
する。
今後も各クラブが活動を継続できるよう支援を行う。

生涯ス
ポーツ課

第1部 (1) ② 2
船橋市総合型地域ス
ポーツクラブ連絡協議会
の支援

地域スポーツ推進について、市内に設立された総合型地
域スポーツクラブが中心となり、設立した「総合型地域ス
ポーツクラブ連絡協議会」と協力して、市と連携を深める
とともに、市民が主体となってスポーツ・レクリエーション
活動や健康づくりに親しむことができるような体制を推進
します。

B

新たなクラブ設立の相談はなく、クラブ数は４クラブと昨年度と変わらずで
あった。（塚田JSCは休止中）
コロナ禍における活動について、活動場所の確保等の相談があり、相談支
援を行ったためB評価とした。

B

新たなクラブ設立の相談はなかった。
クラブ数は4クラブ（ならだい、八木が谷、薬円台、大穴）と昨年度と変わらず
であった。
船橋市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会に出席する等し、各クラブの
活動状況を把握する等の連携に努めた。

継続
地域におけるスポーツ活動における拠点として必要であることから、継続と
する。
今後も各クラブが活動を継続できるよう支援を行う。

生涯ス
ポーツ課

第1部 (1) ③ 1 指定管理施設の活用

総合体育館は、市の公式競技のできるスポーツ施設とし
て大規模な大会やトッププロの試合等を誘致し、観る側に
も感動を与える事業を推進します。
また、武道センターも、武道競技における市の中心的なス
ポーツ施設として活用していきます。

A

令和2年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響により多くの大会
や試合の開催が見送られました。
そのような状況の中で、総合体育館では、人数制限など感染症対策を施し
た上で千葉ジェッツふなばしのホームアリーナとしてBリーグの試合を開催
するなど、可能な範囲において、「観る」スポーツの場として施設の活用を
図りました。
また、武道センターについても、武道競技における市の中心的な活動の場
として、施設および設備の提供を行いました。

A

船橋市総合体育館では、Bリーグ所属の千葉ジェッツふなばしのホームア
リーナということもあり、令和３年度では優勝記念モニュメントをサブアリーナ
入口に設置して、多くの利用者にとってプロスポーツをより身近に感じること
ができるものとなった。

継続
今後、新型コロナウイルス感染症の規制緩和が予想される中で、指定管理
者が作成した事業計画書に基づき、レッスンやイベントなど指定管理者の
独自性を活かした事業をより一層推進していく。

生涯ス
ポーツ課

第1部 (1) ④ 1
スポーツ施設予約システ
ムの活用

市内各スポーツ施設の予約システムの一元化を図るとと
もに、市民サービスの向上のために予約システムの利便
性・公平性を図ります。

A

利便性の向上及び公平性の観点から、令和3年4月分より新たに藤原運動
広場の予約をシステムを通じて行うこととし、同年2月21日より抽選申込み
を開始した。
システムのトップページを活用し、休館や利用制限のお知らせを可能な範
囲で掲載した。

A

令和3年11月に体育施設の名称をいくつか変更した際に、予約システムにつ
いても同じタイミングでシステム内の名称を変更することができた。
また、同システムの利用案内において、市民より問い合わせ多い操作につ
いて、図を用いて掲載することで、問い合わせ件数が減少した。

継続
利用者の意見に耳を傾け、予約システムの利便性をより向上できるよう引
き続き努めていく。

生涯ス
ポーツ課

第1部 (2) ① 1
ふなばし市民大学校（ス
ポーツコミュニケーション
学科）の充実

スポーツコミュニケーション学科において、地域における
スポーツ・レクリエーション活動の推進役として活躍できる
よう、また障害者や高齢者への理解も含めたカリキュラム
の充実を図ります。

D
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、令和２年度は休校とし
たため、実績なし。

A

コミュニティリーダーとして必要な案内知識やコミュニケーションスキルを取り
入れ、よりカリキュラムを充実させた。また、令和元年度から日本障がい者
スポーツ協会公認「初級障がい者スポーツ指導員」資格取得カリキュラムを
導入し、10人の指導者を養成し、パラスポーツの普及にも寄与する人材を育
成した。

継続 修了生は地域のスポーツ振興に寄与している。
社会教育
課

第1部 (2) ① 2
スポーツ推進委員協議
会の各種研修会等への
支援

スポーツ推進委員が地域スポーツのリーダーとして活躍
できるように、現状課題について研究し、資質の向上を図
るための全国・関東・県等の各種研修大会への参加を支
援します。

D

スポーツ推進委員のめざす方向や地域スポーツの今日的な課題について
研究協議し、スポーツ推進委員の資質向上を図るとともに、生涯スポーツ
の振興に資することを目的として開催される、全国・関東・県等で行われる
各種研究大会への参加を支援する予定でしたが、新型コロナウイルス感染
症拡大により、全国・関東の研究大会が中止に、県の研究大会が令和3年
度に延期となりました、
また、その他県で行われる初任者研修会、学びと集い２０２０についても中
止となっています。

B
県初任者研修会は、予定通り開催されたため参加を支援した。
ただし、全国・関東・県で行われる研究大会、県研修会も同様に参加支援予
定だったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止となった。

継続
スポーツ推進委員の資質向上のため、
参加の支援を継続する。

生涯ス
ポーツ課

第1部 (2) ② 1 スポーツ指導者の発掘
ふなばし市民大学校スポーツコミュニケーション学科の卒
業生を、スポーツ指導者として活用していきます。

D
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各種事業が中止となり、卒業
生の具体的な活用に至らなかったためD評価とした。

D
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各種事業が中止となり、卒業
生の具体的な活用に至らなかった。

継続
スポーツ活動を支える人材として必要不可欠であることから、継続とする。
ふなばし市民大学校と連携し、卒業生の活用方法を検討していく。

生涯ス
ポーツ課

担当課
今後の方向性令和３年度評価

市民一人ひとりが、それぞれのライフステージに応じて、いつでも、どこでもきがるに楽しく参加できるスポーツ・レク
リエーション活動の場と機会が提供される状態。

令和２年度評価
施策の方向 事業名 事業内容 取り組み内容

事業評価シート1



事業一覧表

目指すべき姿

A 何らかの形式で事業を実施することができ、事業目標を達成できた。 継続

第1部 生涯スポーツ・レクリエーション推進体制の整備 B 何らかの形式で事業を実施することができたが、事業目標を達成できなかった。 拡大

第2部 生涯スポーツ・レクリエーション活動の促進 C 事業を実施できなかったが、来年度以降の実施につながる検討や取組を行った。 縮小

第3部 スポーツ・レクリエーション施設の整備・充実 D 事業を実施できなかった。 廃止

未定
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担当課

今後の方向性令和３年度評価

市民一人ひとりが、それぞれのライフステージに応じて、いつでも、どこでもきがるに楽しく参加できるスポーツ・レク
リエーション活動の場と機会が提供される状態。

令和２年度評価
施策の方向 事業名 事業内容 取り組み内容

第1部 (2) ② 2
競技スポーツ指導者等と
の連携の強化

体育協会や競技団体等との連携を強化し、専門的な指導
者としての活用を図ります。また、スポーツ教室等を開催
し、連携事業を推進していきます。

D

市民スポーツ教室は、船橋市スポーツ協会加盟団体に委託し、ソフトテニ
ス・バレーボール・バドミントン等の７競技を実施する予定でしたが、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止のため、中止となりました。
また、主に小学生低学年を対象とするスイミング教室についても、新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止のため、中止となりました。

B

新型コロナウイルス感染症の影響により、計画する全ての教室は実施でき
なかったが、市スポーツ協会加盟団体に委託し、6競技で679人が参加した。
競技スポーツの強化及び生涯スポーツの振興を図ることを目的とし、市ス
ポーツ協会加盟団体が行うスポーツ講習会は3競技1,011人が参加した。

継続 引き続き市スポーツ協会等と連携していく。
生涯ス
ポーツ課

第1部 (2) ② 3
各コミュニティにおけるス
ポーツ活動の啓発強化

スポーツ推進委員、スポーツと健康を推進する会、町会・
自治会、地域のスポーツ団体等に働きかけ、コミュニティ
における生涯スポーツの推進を図っていきます。

D

スポーツ推進委員協議会が行う健康ウォーキング及び各地区で行う行事
等であってスポーツを推進すると認められる事業に対し補助金を交付しまし
た。しかし、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、ほとんどの事業が
中止となり、行事数は9、参加者数は249人でした。
スポーツと健康を推進する会及び地区自治会連絡協議会等の団体が行う
行事等であって、スポーツをとおしてコミュニティー作りに役立てる事業等に
対し補助金を交付する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、中止しました。

B

市スポーツ推進委員協議会が行う健康ウォーキング及び各地区で行う行事
等であってスポーツを推進すると認められる事業に対し補助金を交付する。
令和3年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講じ、健康ウォー
キングを含む多くのスポーツ行事を市内各地で実施することができた（令和3
年度：90行事、5,861人）。
スポーツと健康を推進する会及び地区自治会連絡協議会等の団体が行う
行事等であって、スポーツをとおしてコミュニティー作りに役立てる事業等に
対し補助金を交付する。
令和3年度は、地区自治会連絡協議会（1地区）に対し、補助金を交付した。

継続

スポーツの推進とコミュニティ作りの役割を担う各コミュニティにおけるス
ポーツ活動は重要であることから継続する。
なお、地区自治会連絡協議会に対する補助については、人数要件を撤廃し
交付することとした。

生涯ス
ポーツ課

第1部 (3) ① 1 健康教育の充実

各保健センターにおいて、市民の健康保持・増進や生活
習慣病予防等のために、運動習慣づくり教室等、健康教
育事業を推進・充実します。
また、各保健センターと他の施設、他課と連携を図りなが
ら、地域に出向いて地域住民の健康づくりの支援・啓発を
します。

B

新型コロナウイルス感染症の影響により、保健センター保健師がコロナ応
援対応となったことから、教育事業の中止・縮小を図った。緊急事態宣言解
除後の11～12月については感染症予防対策を講じ、運動教室および地区
健康教育を実施することができた。事業およびイベントの中止により、健康
教育回数が激減したため、評価をBとした。

B

新型コロナウイルス感染症の影響により、引き続き保健センター保健師がコ
ロナ応援対応となったことと感染状況により教育事業の一部中止・縮小を
図ったが、感染症予防対策を講じ、健康講座や地区教育、運動講座を実施
できた。令和2年度よりは大幅に実施回数は増えたが、平時の状況の取り組
みはできなかった。

継続 感染予防対策を講じ、予定している健康教育はできるだけ実施していく。
地域保健
課

第1部 (3) ① 2
公民館等におけるス
ポーツ教室の開催

公民館において、地域住民のニーズに応じたスポーツ教
室など、健康に関する事業を推進します。

B

令和2年度は学級講座14事業(延参加者数691人)、集会活動23事業（延参
加者数618人）と、新型コロナウイルスの影響により事業数・参加者数ともに
前年度から大幅に減少しました。なお、事業実施にあたり各館で感染対策
を十分に施し、地域住民の健康に寄与する場の提供に努めました。

A

学級講座18事業(延参加者数1,410人)、集会活動28事業（延参加者数
1,5998人）と、新型コロナウイルスの影響があったものの、事業数・参加者数
ともに前年度から増加しました。なお、事業実施にあたり各館で感染対策を
十分に施し、地域住民の健康に寄与する場の提供に引き続き努めた。

継続

令和３年度は、新型コロナウイルスの影響を多少受けたものの、公民館施
設の休館期間が短く、概ね当初の事業計画を実施できたことで事業数・参
加人数が増加した。今後は、コロナ禍による高齢者の引きこもりによる運動
不足解消のためのシルバーリハビリ体操や、ハッピーサタデー事業におけ
る小学生向け軽スポーツの実施など継続的に実施していく。また、地域の
団体と協力して、ウオーキングなどの事業も継続して実施していく。

中央公民
館

第1部 (3) ② 1 学校における健康相談
養護教諭、栄養教諭、栄養職員による児童生徒の健康
相談活動の充実を図ります。

B

個人に寄り添った健康相談をしており、健康相談しやすい雰囲気づくりに努
めている。学校内で情報を共有をし、連携を心掛けているが、うまく連携が
できていない部分もあるので工夫が必要である。コロナ禍において、児童生
徒の不安感は高まっており、健康相談活動の重要性は高まっている。

B
個人の保健管理状況の把握と健康相談を行っている。食物アレルギーに関
する研修会実施等を通して、個別支援の情報共有と対応力の向上を目指し
ている。

継続
新型コロナウイルス感染症流行下での生活や心身の変容に合わせた対応
が課題のため。

保健体育
課

第1部 (3) ② 2 成人健康相談
地域において公民館・町会・自治会等との連携を図りなが
ら、生活習慣病予防や健康づくり全般に関する相談事業
を推進します。

B

新型コロナウイルス感染症の影響により、保健センター保健師がコロナ応
援対応となったことから、相談事業の中止・縮小を図り、保健センター来所
者への健康相談実施に留まった。事業およびイベントの中止により、健康
相談回数が激減したため、評価をBとした。

B

新型コロナウイルス感染症の影響により、引き続き保健センター保健師がコ
ロナ応援対応となったことから、相談事業の中止・縮小を図り、保健センター
来所者への健康相談実施に留まった。事業およびイベントの中止により、健
康相談回数が平時より激減した。

継続 感染予防対策を講じ、予定している健康相談はできるだけ実施していく。
地域保健
課

第1部 (3) ③ 1
各種健康・体力づくり講
習会、研修会の開催支
援

市民一人ひとりが、自主的に体力づくりができるよう、ス
ポーツ団体や関係機関が行う健康・体力づくりに関する
講習会や研修会の開催に関し、会場及び講師の紹介に
ついて支援します。

D
スポーツ体験会・教室を実施する、スポーツと健康を推進する会が主催す
る「スポーツの祭典」については、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、中止となりました。

D
スポーツ体験会・教室を実施する、スポーツと健康を推進する会が主催する
「スポーツの祭典」については、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、中止となった。

継続
様々な状況下において、市民一人ひとりが気軽に参加でき、自主的に体力
作り等できる機会を提供するために継続して支援します。

生涯ス
ポーツ課

第1部 (3) ③ 2
公園を活用した健康づく
り事業の検討

運動が習慣づけられるよう、身近な公園を活用した健康
づくりを検討し、推進していきます。

B

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年３月から市事業として中
止。感染症予防対策を講じ、11月15日～12月25日一時事業再開したが感
染症予防対策を講じることが難しい５公園については退会という残念な結
果となった。令和２年１２月２６日～令和３年３月３１日についても市事業中
止となった他、イベント・交流会も中止等となり、従前からの実施公園代表
者との交流等も少なく、実施公園数の増加に向けたアプローチができな
かった。

B

新型コロナウイルス感染症の影響により、９月は市事業として中止。その他
は感染症予防対策を講じ、平時に近い状況で実施ができた。しかし、実施会
場数の増加に向けて、関係団体等へ事業説明及び周知を行ったが、増やす
ことはできなかった。

継続 感染予防対策を講じ、公園を活用した健康づくりを実施していく。
地域保健
課

第1部 (3) ③ 3 親子教室等の開催
児童ホームにおいて、親子ふれあい教室等成長過程に
合わせた体力づくりなどの事業を推進します。

D
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため令和２年２月２９日から令和２
年６月１４日及び令和２年１２月２６日から令和３年３月３１日まで休館し、事
業を中止した影響もあり、実施が困難であった。

A
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため令和３年８月３０日から令和３年
９月３０日まで休館し、中止した事業もあったが、ほぼ年間を通して、年齢に
合わせて内容を工夫し、親子で楽しめる講座を実施することができた。

継続 引き続き感染症対策に配慮しながら事業を実施していく。
地域子育
て支援課

事業評価シート2



事業一覧表

目指すべき姿

A 何らかの形式で事業を実施することができ、事業目標を達成できた。 継続

第1部 生涯スポーツ・レクリエーション推進体制の整備 B 何らかの形式で事業を実施することができたが、事業目標を達成できなかった。 拡大

第2部 生涯スポーツ・レクリエーション活動の促進 C 事業を実施できなかったが、来年度以降の実施につながる検討や取組を行った。 縮小

第3部 スポーツ・レクリエーション施設の整備・充実 D 事業を実施できなかった。 廃止

未定

評価区分 評価 評価区分 評価 方向性 左記の理由や今後の具体的な取組
担当課

今後の方向性令和３年度評価

市民一人ひとりが、それぞれのライフステージに応じて、いつでも、どこでもきがるに楽しく参加できるスポーツ・レク
リエーション活動の場と機会が提供される状態。

令和２年度評価
施策の方向 事業名 事業内容 取り組み内容

第1部 (3) ③ 4
公的トレーニング施設の
整備

船橋市総合体育館（船橋アリーナ）や運動公園体育館等
にあるトレーニング施設の整備に努めるとともに、安心し
てトレーニングができ、気軽に相談できるよう、指導者の
配備を図っていきます。

A

船橋市総合体育館については、令和3年度からの指定管理者切替に伴い、
トレーニング機器の入れ替え等リニューアルを行った。
運動公園では、令和3年から指定管理者を導入し、トレーニング機器の入
れ替えやカーペットの敷設を行い、また、利用者と良好なコミュニケーション
が取れるよう努めた。

A
船橋市総合体育館は、ふなばしスポーツ健康パートナーズが指定管理者と
なり、新規の自主事業としてトレーニング機器の入替を行い、統一性や機能
性が向上した。

拡大
未だ新型コロナウイルス感染症の影響がある中で、市の公共施設利用基
準をふまえながら感染症対策にも工夫を凝らして運営を行っていく。

生涯ス
ポーツ課

第1部 (4) ① 1
スポーツ交流事業の助
言

スポーツ団体や国際交流団体に呼びかけ、スポーツ交流
事業の推進に向けて、積極的に助言していきます。

D 姉妹・友好都市交流におけるスポーツ交流事業の機会がなかったため。 D 姉妹・友好都市交流におけるスポーツ交流事業の機会がなかったため。 継続
第二次計画より進捗管理を生涯スポーツ課に変更し、外国人を含めた市民
の誰もが参加できるスポーツイベントを推進する。【生涯スポーツ課】

国際交流
課

第1部 (4) ① 1
市民レベルでの交流活
動との連携

スポーツ・レクリエーション活動や地域行事に、外国人住
民が気軽に参加できるよう、関係団体に情報提供しま
す。

B

新型コロナウイルスの影響で、スポーツ・レクリエーション活動や地域行事
の機会が少なかったが、市ホームページの親子遊びやウオーキングの動
画などを家で過ごす外国人住民に向けて「やさしい日本語」で情報提供を
行った。

D スポーツ・レクリエーション活動や地域行事の機会がなかったため。 継続
第二次計画より進捗管理を生涯スポーツ課に変更し、スポーツイベントに
外国人住民が気軽に参加できるよう、関係団体に情報提供を行う。【生涯
スポーツ課】

国際交流
課

第2部 (1) ① 1
全市レベルのスポーツイ
ベントの支援

スポーツ推進委員協議会やスポーツと健康を推進する会
等が企画・運営している「スポーツの祭典」、「ジョイ＆ス
ポーツ」などの全市的なイベントを支援します。

D
スポーツ推進委員協議会及びスポーツと健康を推進する会に対し、活動支
援及び各種補助金の交付を行なう予定でしたが、新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、中止となりました。

B

スポーツ推進委員協議会が行う、健康ウォーキングに補助金を交付し、新
型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講じて実施することができた（令和
3年度：159人）。
スポーツと健康を推進する会が行う「スポーツの祭典」、「ジョイ＆スポーツ」
は対し、活動支援及び各種補助金を交付する予定だったが、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止等のため、中止となった。

継続
市民がスポーツに触れる機会として、全市的なイベントは必要不可欠であ
ることから、継続して支援等を行う。

生涯ス
ポーツ課

第2部 (1) ① 2
地域スポーツイベントへ
の支援

地区による人口格差や少子高齢化、活動場所の確保な
どの課題をふまえ、地域住民自らが主体的にスポーツ活
動に取り組めるよう、２４地区で行われる各地区のスポー
ツイベントを支援します。

B

スポーツ推進委員が市内の5ブロック24地区に分かれて実施する地区ス
ポーツ振興事業については、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
ほとんどの事業を中止ました。
また、スポーツ推進委員協議会の主催事業の、市内一円を歩く「元気ふな
ばし健康ウォーキング」については新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、中止となりました。

B

スポーツ推進委員協議会に対し、活動支援及び各種補助金の交付をした。
新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年度に引き続き、多くの事
業が中止となった。しかしながら新型コロナウイルス感染症の影響により、
令和2年度に引き続き、多くの事業が中止となった。しかしながら、新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止対策を講じ、健康ウォーキングを含む多くのス
ポーツ行事を市内各地で実施することができた（令和3年度：90行事、5,861
人）。
また、地域住民が主体となって行う、地域スポーツ奨励事業に対し補助金を
交付した。（令和3年度：1行事217人）

継続 地域に根差したスポーツ活動が行われるよう継続して支援する。
生涯ス
ポーツ課

第2部 (1) ② 1
市民スポーツ教室の開
催

多様な市民ニーズの把握に努め、市民自らが主体的にス
ポーツ活動に取り組めるようスポーツ教室を船橋市体育
協会加盟団体と連携し開催します。

D

市民スポーツ教室は、船橋市スポーツ協会加盟団体に委託し、ソフトテニ
ス・バレーボール・バドミントン等の７競技を実施する予定でしたが、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止のため、中止となりました。
また、主に小学生低学年を対象とするスイミング教室についても、新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止のため、中止となりました。

B
スポーツ協会加盟団体に委託し、6競技実施で679人が参加した。なお、新
型コロナウイルス感染症の影響により、全教室は実施できなかった。

継続
市民が主体的にスポーツ活動を行えるよう、関係団体や指定管理者と連携
していく。

生涯ス
ポーツ課

第2部 (1) ② 2
公民館等におけるス
ポーツ教室の開催（再
掲）

公民館において、地域住民のニーズに応じたスポーツ教
室など、健康に関する事業を推進します。

B

令和2年度は学級講座14事業(延参加者数691人)、集会活動23事業（延参
加者数618人）と、新型コロナウイルスの影響により事業数・参加者数ともに
前年度から大幅に減少しました。なお、事業実施にあたり各館で感染対策
を十分に施し、地域住民の健康に寄与する場の提供に努めました。

A

学級講座18事業(延参加者数1,410人)、集会活動28事業（延参加者数
1,5998人）と、新型コロナウイルスの影響があったものの、事業数・参加者数
ともに前年度から増加しました。なお、事業実施にあたり各館で感染対策を
十分に施し、地域住民の健康に寄与する場の提供に引き続き努めた。

継続

令和３年度は、新型コロナウイルスの影響を多少受けたものの、公民館施
設の休館期間が短く、概ね当初の事業計画を実施できたことで事業数・参
加人数が増加した。今後は、コロナ禍による高齢者の引きこもりによる運動
不足解消のためのシルバーリハビリ体操や、ハッピーサタデー事業におけ
る小学生向け軽スポーツの実施など継続的に実施していく。また、地域の
団体と協力して、ウオーキングなどの事業も継続して実施していく。

中央公民
館

第2部 (1) ② 3
公園を活用した健康づく
り事業の検討（再掲）

運動が習慣づけられるよう、身近な公園を活用した健康
づくりを検討し、推進していきます。

B

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年３月から市事業として中
止。感染症予防対策を講じ、11月15日～12月25日一時事業再開したが感
染症予防対策を講じることが難しい５公園については退会という残念な結
果となった。令和２年１２月２６日～令和３年３月３１日についても市事業中
止となった他、イベント・交流会も中止等となる他、実施公園数の増加に向
けたアプローチができなかった。

B

新型コロナウイルス感染症の影響により、９月は市事業として中止。その他
は感染症予防対策を講じ、平時に近い状況で実施ができた。しかし、実施会
場数の増加に向けて、関係団体等へ事業説明及び周知を行ったが、増やす
ことはできなかった。

継続 感染予防対策を講じ、公園を活用した健康づくり実施していく。
地域保健
課

第2部 (1) ③ 1 各種媒体の活用

ミニコミ紙等各種メディアを通じて、市民がスポーツ情報を
入手できるよう連携します。また、生涯スポーツ課のホー
ムページの活用や、各体育施設に行事予定の看板等を
設置するなど、市民にスポーツ行事をわかりやすく提示で
きるようにします。

B

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、多くの大会等が中止となりま
したが、開催の際には、ホームページや広報紙を使って市民に周知しまし
た。
令和3年度からの供用開始に向けて、藤原運動広場と大神保町まちかどス
ポーツ広場の施設情報を市ホームページに新たに掲載しました。
また、指定管理施設については、管理者独自のホームページで体育施設
の行事予定を掲載したり、教室事業の周知を行いました。

B
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、多くの大会等が中止になった
が、開催の際には、ホームページや広報紙を使って市民に周知した。

継続

市民のニーズに対応した情報を発信するとともに、情報を発信する対象に
より、発信方法を変える等、効果的な情報発信を実施していくとともに、市
ホームページでは、ページ数が多くなり、情報が得られにくくなることがある
ため、必要な情報を整理して分かりやすく掲載し、管理を徹底していく。

生涯ス
ポーツ課

第2部 (1) ③ 2
スポーツ関係団体との連
携

スポーツ情報を集約するため、船橋市体育協会、船橋市
スポーツ推進委員協議会、船橋市スポーツと健康を推進
する会等の関係団体と連携し、各地域のスポーツ行事を
市民に向け、情報発信を行うよう努めます。

B
各団体の事業の広報は、主に広報紙を使ったものでした。
市公式ホームページ、TwitterやFacebookの活用及び行事等のわかりやす
い掲示物の検討が必要となっている。

B
新型コロナウイルスの感染状況に合わせ、各種イベントの開催状況や各施
設の利用制限の強化又は緩和について、ホームページや掲示物等を通して
迅速に利用者及び利用団体に伝えることができた。

拡大

引き続き、各種イベントや各施設についての情報を迅速に伝えることができ
るよう努めていく。また、ホームページに掲載している情報についても常に
最新のものになっているようアップデートを行う。
Twitter等のSNSを積極的に活用していきます。

生涯ス
ポーツ課

事業評価シート3



事業一覧表

目指すべき姿

A 何らかの形式で事業を実施することができ、事業目標を達成できた。 継続

第1部 生涯スポーツ・レクリエーション推進体制の整備 B 何らかの形式で事業を実施することができたが、事業目標を達成できなかった。 拡大

第2部 生涯スポーツ・レクリエーション活動の促進 C 事業を実施できなかったが、来年度以降の実施につながる検討や取組を行った。 縮小

第3部 スポーツ・レクリエーション施設の整備・充実 D 事業を実施できなかった。 廃止

未定

評価区分 評価 評価区分 評価 方向性 左記の理由や今後の具体的な取組
担当課

今後の方向性令和３年度評価

市民一人ひとりが、それぞれのライフステージに応じて、いつでも、どこでもきがるに楽しく参加できるスポーツ・レク
リエーション活動の場と機会が提供される状態。

令和２年度評価
施策の方向 事業名 事業内容 取り組み内容

第2部 (1) ④ 1
スポーツ事業への協力と
連携

国民体育大会、全国高等学校総合体育大会、国際千葉
駅伝大会等の開催の協力及び人材派遣をするとともに、
２０２０年開催のオリンピック等の練習会場の提供などを
検討していきます。

D
新型コロナウイルス感染症が世界中に拡大し、東京2020大会が1年延期と
なったため、アメリカ男子体操チームの事前合宿及び大会期間中の練習の
受け入れも2021年に延期となりました。

A
新型コロナウイルス感染症が拡大した中であったが、受入れマニュアルを作
成し、感染対策を徹底したうえで、アメリカ男子体操チームの事前合宿及び
東京2020大会期間中の練習受入れを行った。

継続
大規模大会への協力は市のみならず、国・県のスポーツ推進に寄与するこ
とから、今後も協力していく。

生涯ス
ポーツ課

第2部 (2) ① 1
小中学校における個に
応じた指導の充実

積極的に運動に親しむ資質や能力を育てるとともに、豊
かなスポーツライフの基礎を培えるよう、個に応じた指導
の充実を図ります。

B

要請訪問を通して、個に応じた課題を持ち、課題解決の為の場を選んだ
り、工夫したりしながら運動に親しむようになった。コロナ禍のため学校訪問
や要請訪問が中止となった学校もあり、個に応じた指導の充実を図るには
厳しい状況でもあった。

B
運動の楽しさを味わう事を重視した学習を通して、学習の方向性に基づき自
己の課題を把握し、具体的な活動内容を決定していく個に応じた指導をなっ
た。

継続
豊かなスポーツライフの実現のために、運動の楽しさを味わい、さらに深め
ていける個に応じた指導が大切なため。

保健体育
課

第2部 (2) ① 2
研修の充実と指導者の
資質の向上

「生きる力」をはぐくむための教育計画を作成し、教材研
究や実技研修、授業研究等の校内研修を充実させるとと
もに、校内研修にも積極的に参加し、指導力を高めます。

B
体育主任研を通して、各校の実態に応じた年間指導計画を立案し指導内
容の充実に努めていた。しかし、コロナ禍で研修の機会が失われたため、B
評価とした。

B
系統性を踏まえた年間指導計画の作成に関して、体育主任研修会で説明し
各校において部会を充実するよう説明を行った。要請訪問を通して校内の
研修に参加を行った。

継続
生きる力の育成を図るため、系統性を意識し教育計画を作成することが重
要になるため。

保健体育
課

第2部 (2) ① 3
学校体育施設・用具の
安全管理の徹底

年１回、体育主任に対し、安全管理について研修を行うと
ともに、各学校を巡回し、施設、遊具の点検を実施し、必
要に応じ修理を行います。

B
体育施設・用具の修繕や危険個所がある場合は、その都度、教頭や体育
主任から報告を上げてもらい、業者と連携して迅速な対応ができた。体育
備品や用具の管理について体育主任研修会で周知する必要がある。

B
年度当初の体育主任研修会において、安全管理についての研修を実施し
た。全校を巡回し、施設、遊具の点検と必要に応じた修繕等を実施した。

継続 安全管理の徹底を図り、施設、遊具の修理は今後も必要なため。
保健体育
課

第2部 (2) ① 4 安全点検の徹底
年１回、安全主任に対し、安全点検の研修を行うととも
に、月１回の安全点検を実施し、施設、用具等の安全の
確認の徹底を図っています。

B
安全主任研修会を通じて、安全管理の観点を示し、施設や用具の安全確
認の徹底を図ることができた。災害発生時のマニュアル等の作成において
は、台風や風水害の被害なども考慮し、検討中である。

B
安全主任研修会を通じて、観点を示し、施設や用具の安全確認の徹底を
図った。

継続 年１回の研修と月1回の安全点検を実施し、安全確認の徹底を図るため。
保健体育
課

第2部 (2) ② 1
教育活動をとおした体力
向上の推進

体力向上や健康・安全に関する指導については、学校全
体としての指導体制を確立し組織的な活動を推進しま
す。

B
コロナ禍のため、大会や大会に向けた練習、休み時間を活用した運動の取
組に制限がかかり、実施できないことが多くあったためB評価とした。

B
体力向上推進委員会及び体育部会を中心に学校全体で指導体制を確立
し、体力向上、健康・安全に関する指導について実施するよう体育主任研修
会にて促した。

継続 学校全体をとおして、組織的に取り組むことが重要なため。
保健体育
課

第2部 (2) ② 2
体力向上推進委員会の
充実

各学校で設置している体力向上推進委員会を中心に、教
育活動全体を通じて意図的・計画的に児童生徒の体力の
向上を図ります。

B
体力向上推進委員会を年２回実施することは学校学校に周知することがで
きた。一方でコロナ禍のために体力テストが行われなかったため、児童生
徒の体力の状況を正確に把握できていない面がある。

B
体力向上推進委員会において自校の体力テストの結果を分析し、年間の取
り組みについて検討し取り組むように促した。

継続
自校の実態に応じた取り組みを年間をとおして行い体力向上を図る必要が
あるため。

保健体育
課

第2部 (2) ③ 1 教育活動指導者の派遣
専門的な指導力を備えた指導者を必要とする小・中学校
に対して指導者を派遣し、運動部活動の充実を図りま
す。

B
外部指導者の派遣事業に加えて、令和元年度から新事業として部活動指
導員の派遣事業を取り入れた。さらに運動部活動の充実が図れた。コロナ
禍でも感染症対策を講じながら運動部活動の充実を図ることができた。

B
運動部活動外部指導者派遣事業と共に部活動指導員配置事業により、指
導者を必要としている小・中学校に対して指導者を派遣し、運動部活動の充
実を図った。

継続 専門的な指導力を備えた指導者を必要とする小・中学校へ派遣するため。
保健体育
課

第2部 (2) ③ 2
運動部活動と生涯ス
ポーツ活動との連携

学校の運動部活動とスポーツ関係団体との連携を図り、
支援していく体制を進めていきます。

D

【千葉ジェッツふなばし】
新型コロナウイルス感染症の影響により、ホームタウンPR委託等は中止と
なりました。

【千葉ロッテマリーンズ】
新型コロナウイルス感染症の影響により、イースタンリーグ観戦招待や野
球教室、市民優待等は、中止となりました。

D

【千葉ジェッツふなばし】
新型コロナウイルス感染症の影響により、ホームタウンPR委託等は中止と
なった。

【千葉ロッテマリーンズ】
新型コロナウイルス感染症の影響により、イースタンリーグ観戦招待や野球
教室、市民優待等は、中止となった。

継続
新型コロナウイルス感染症拡大状況を踏まえることを前提に、プロスポーツ
チームに触れる貴重な機会であることから、継続して支援等を行う。

生涯ス
ポーツ課

第2部 (2) ③ 3
市立船橋高等学校との
連携

市立船橋高等学校と連携し、小中学生対象の実技講習
会や合同練習等を実施し、併せて指導者対象の研修会
等を計画、実施し、運動部活動の充実を図ります。

D

コロナ禍のため、連携を図るような講習会や合同練習を行うことができな
かったためD評価とした。

新型コロナウイルス感染症の影響により、東京2020オリンピック・パラリン
ピックの開催が１年延期されたことにより、事前合宿が行われなかったた
め、D評価とした。

A

【保健体育課】
新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、連携を図っていく合同練
習や講習会を実施することができなかった。

【生涯スポーツ課】
新型コロナウイルス感染症が拡大した中であったが、受入れマニュアルを作
成し、感染対策を徹底したうえで、アメリカ男子体操チームの事前合宿及び
東京2020大会期間中の練習受入れを行った。

継続

【保健体育課】
市立船橋高等学校との連携を図り、部活動充実を図ることが市の部活動充
実へつながるため。

【生涯スポーツ課】
市立船橋高等学校のスポーツにおける認知度が高く、高い指導力を備えた
指導者や高い技術をもった高校生が多くいるため、市立船橋高等学校と連
携することは、市内小中学校の運動部活動の充実につながると考える。
引き続き、様々な状況下での連携のあり方を検討する。

保健体育
課・生涯ス
ポーツ課

事業評価シート4



事業一覧表

目指すべき姿

A 何らかの形式で事業を実施することができ、事業目標を達成できた。 継続

第1部 生涯スポーツ・レクリエーション推進体制の整備 B 何らかの形式で事業を実施することができたが、事業目標を達成できなかった。 拡大

第2部 生涯スポーツ・レクリエーション活動の促進 C 事業を実施できなかったが、来年度以降の実施につながる検討や取組を行った。 縮小

第3部 スポーツ・レクリエーション施設の整備・充実 D 事業を実施できなかった。 廃止

未定

評価区分 評価 評価区分 評価 方向性 左記の理由や今後の具体的な取組
担当課

今後の方向性令和３年度評価

市民一人ひとりが、それぞれのライフステージに応じて、いつでも、どこでもきがるに楽しく参加できるスポーツ・レク
リエーション活動の場と機会が提供される状態。

令和２年度評価
施策の方向 事業名 事業内容 取り組み内容

第2部 (3) ① 1
市スポーツ協会加盟団
体への支援

スポーツ協会に加盟する団体へは、その組織の運営・大
会の企画、指導者の育成等について支援します。

B

船橋市スポーツ協会加盟団体の活動を支援するための補助金として、一
部を除く45団体へ補助金を交付しました。
市民体育大会については、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため春
季大会は全競技中止、秋季大会は5競技のみ実施し6,141人が参加しまし
た。
実施した5競技に対しては、活動を支援するため補助金を交付しました。

B

船橋市スポーツ協会加盟団体の活動を支援するための補助金として、一部
を除く50団体へ補助金を交付した。
市民体育大会について、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため全39競
技のうち、春季大会は24競技14,070人、秋季大会は22競技10,861人が参加
した。
実施した競技に対しては、活動を支援するため補助金を交付した。

継続
市民スポーツを推進するため必要不可欠な大会であることから、新型コロ
ナウイルス感染対策をとることを前提とし、支援を継続していく。

生涯ス
ポーツ課

第2部 (3) ① 2 各種大会開催への支援
市民大会等の開催については、幅広い層の市民が参加
できるよう助言及び支援をします。

B

船橋市教育委員会と船橋市スポーツ協会が共に主催する市民体育大会に
ついて、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため春季大会は全競技中
止、秋季大会は５競技のみ実施し6,141人が参加しました。
実施した5競技に対しては、活動を支援するため補助金を交付しました。

B

船橋市教育委員会と船橋市スポーツ協会が主催する市民体育大会につい
て、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため全39競技のうち、春季大会
は24競技14,070人、秋季大会は22競技10,861人が参加した。
実施した競技に対しては、活動を支援するため補助金を交付した。

継続
市民スポーツを推進するため必要不可欠な大会であることから、新型コロ
ナウイルス感染対策をとることを前提とし、支援を継続していく。

生涯ス
ポーツ課

第2部 (3) ② 1 市民体育大会への支援
競技力の向上だけでなく、スポーツの持つ効用が発揮で
きるよう、幅広い層の市民が参加きるような大会運営につ
いて支援・推進します。

B

船橋市教育委員会と船橋市スポーツ協会が共に主催する市民体育大会に
ついて、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため春季大会は全競技中
止、秋季大会は５競技のみ実施し6,141人が参加しました。
実施した５競技に対しては、活動を支援するため補助金を交付しました。

B

船橋市教育委員会と船橋市スポーツ協会が主催する市民体育大会につい
て、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため全39競技のうち、春季大会
は24競技14,070人、秋季大会は22競技10,861人が参加した。
実施した競技に対しては、活動を支援するため補助金を交付した。

継続
市民スポーツを推進するため必要不可欠な大会であることから、新型コロ
ナウイルス感染対策をとることを前提とし、支援を継続していく。

生涯ス
ポーツ課

第2部 (3) ② 2 県民体育大会への支援
県民大会については、体育協会に加盟している団体の協
力を得て、市内より優秀な選手を育て活躍の場を与える
とともに、大会参加への支援をします。

D
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため県民大会が中止となり、船橋市
スポーツ協会の加盟団体へ、県民大会への派遣費及び県民大会強化練
習事業について補助金の交付は行いませんでした。

C
新型コロナウイルス感染症の影響により、県民大会が中止となったが、今後
につなげる取り組みとして船橋市スポーツ協会の加盟団体へ、県民大会へ
の派遣費及び県民大会強化練習事業について補助金の交付を行った。

継続
市民スポーツを推進するため必要不可欠な大会であることから、新型コロ
ナウイルス感染対策をとることを前提とし、支援を継続していく。

生涯ス
ポーツ課

第2部 (3) ③ 1
大規模大会等の支援開
催

各種大規模大会の他、震災復興やオリンピック・パラリン
ピック等の推進に繋がる大規模事業に対しても協力しま
す。

B
東京２０２０オリンピックの聖火リレーコースに選ばれていましたが、新型コ
ロナウイルス感染症の影響により、県内のリレーが中止となりました。

A

新型コロナウイルス感染症が拡大した中であったが、受入れマニュアルを作
成し、感染対策を徹底したうえで、アメリカ男子体操チームの事前合宿及び
東京2020大会期間中の練習受入れを行った。
また、パラリンピック成果の種火を採る会及び聖火フェスティバルについて、
船橋市パラスポーツ協議会委員が出席しパラスポーツの普及に努めた。

継続
大規模大会への協力は市のみならず、国・県のスポーツ推進に寄与するこ
とから、今後も協力していく。

生涯ス
ポーツ課

第2部 (4) ① 1
各種スポーツ・レクリ
エーション事業の参加枠
の拡大

従来、スポーツ・レクリエーション事業の参加枠が限られ
ている傾向にあるので、高齢者を含め市民のだれでもが
参加できるよう体育協会、スポーツ推進委員協議会、高
齢者関係団体と連携を図りながら、参加枠拡大について
検討します。

B

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、パラスポーツ体験会等の市主
催イベント及び関係団体が実施するイベントは中止となりました。
パラスポーツ協議会は、書面会議で開催する等、新型コロナウイルス感染
症対策を行いながら令和２年度は２回開催しました。
また、今まで実施してきた事業の内容等を市ホームページで公開する等、
情報発信の充実に努めました。

B

新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの事業が中止となったが、新
規事業としてボッチャ交流大会を、船橋障がい者スポーツ協会や船橋市ス
ポーツ推進委員協議会と連携を図りながら開催することができた。
附属機関等の開催は、書面会議を活用する等、新型コロナウイルス感染症
対策を行いながら、スポーツ推進審議会2回、パラスポーツ協議会1回を開
催した。

継続
多くの市民が参加できる事業となるよう、関係団体と連携しながら検討して
いく。

生涯ス
ポーツ課

第2部 (4) ② 1
高齢者団体のスポーツ・
レクリエーション活動の
支援

各高齢者団体が実施するスポーツ・レクリエーション活動
に対して支援します。

B
令和２年度については新型コロナウイルス感染拡大防止のため各高齢者
団体が実施するスポーツ・レクリエーション活動がおおむね中止となり、支
援を行うことが難しい状態であった。

B
新型コロナウイルス感染拡大防止のため各高齢者団体が実施するスポー
ツ・レクリエーション活動がおおむね中止となり、支援を行うことが難しい状
態であった。

継続
今後も高齢者団体が実施するスポーツ・レクリエーション活動を支援・促進
することで、高齢者の生きがいづくり、健康づくりにつなげる。

高齢者福
祉課

第2部 (4) ② 2
高齢者が参加するス
ポーツ・レクリエーション
大会への支援

高齢者が参加できるスポーツ・レクリエーション大会の開
催を促進・支援し、高齢者の生きがいと健康づくり、地域
づくりを推進します。

B
令和２年度については新型コロナウイルス感染拡大防止のため各高齢者
団体が実施するレクリエーション交流大会がおおむね中止となり、支援を行
うことが難しい状態であった。

B
新型コロナウイルス感染拡大防止のため各高齢者団体が実施するレクリ
エーション交流大会がおおむね中止となり、支援を行うことが難しい状態で
あった。

継続
今後も高齢者が参加するスポーツ・レクリエーション交流大会を支援・促進
することで、高齢者の生きがいづくり、健康づくりにつなげる。

高齢者福
祉課

第2部 (5) ① 1
障害のある人の参加で
きる各種スポーツ・レクリ
エーション事業の検討

障害のある人が参加しやすいスポーツ・レクリエーション
事業について体育協会、スポーツ推進委員協議会、障害
者関係団体と連携を図りながら、事業を検討していきま
す。

B

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、パラスポーツ体験会等の市主
催イベント及び関係団体が実施するイベントは中止となりました。
パラスポーツ協議会は、書面会議で開催する等、新型コロナウイルス感染
症対策を行いながら令和２年度は２回開催しました。
また、今まで実施してきた事業の内容等を市ホームページで公開する等、
情報発信の充実に努めました。

A
新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの事業が中止となったが、新
規事業としてボッチャ交流大会を、船橋障がい者スポーツ協会や船橋市ス
ポーツ推進委員協議会と連携を図りながら開催することができた。

継続
パラスポーツ協議会や関係団体と連携しながら、ボッチャ交流大会を継続
するほか、障害者が参加できる事業を推進する。

生涯ス
ポーツ課

第2部 (5) ② 1
障害者団体のスポーツ・
レクリエーション活動の
支援

障害者団体が実施するスポーツ・レクリエーション活動に
対して支援します。

B

令和２年度は１２事業について補助金を交付し障害福祉団体が実施するス
ポーツ・レクリエーション活動等に対して支援を行った。新型コロナウイルス
感染症の感染拡大に伴い、予定していた事業の取り止め、規模の縮小を
行った団体があった。

B

12事業について補助金を交付し障害福祉団体が実施するスポーツ・レクリ
エーション活動等に対して支援を行った。新型コロナウイルス感染症の感染
拡大に伴い、予定していた事業の取り止め、規模の縮小を行った団体が
あった。

継続 今後も継続して障害福祉団体補助金により、支援をしていく。
障害福祉
課

事業評価シート5



事業一覧表

目指すべき姿

A 何らかの形式で事業を実施することができ、事業目標を達成できた。 継続

第1部 生涯スポーツ・レクリエーション推進体制の整備 B 何らかの形式で事業を実施することができたが、事業目標を達成できなかった。 拡大

第2部 生涯スポーツ・レクリエーション活動の促進 C 事業を実施できなかったが、来年度以降の実施につながる検討や取組を行った。 縮小

第3部 スポーツ・レクリエーション施設の整備・充実 D 事業を実施できなかった。 廃止

未定

評価区分 評価 評価区分 評価 方向性 左記の理由や今後の具体的な取組
担当課

今後の方向性令和３年度評価

市民一人ひとりが、それぞれのライフステージに応じて、いつでも、どこでもきがるに楽しく参加できるスポーツ・レク
リエーション活動の場と機会が提供される状態。

令和２年度評価
施策の方向 事業名 事業内容 取り組み内容

第2部 (5) ② 2
スポーツ・レクリエーショ
ン大会の支援

スポーツ・レクリエーション大会開催を支援し、障害のある
人と障害のない人の相互理解と障害のある人の生きがい
づくり、健康づくりを推進します。

B
例年通り、千葉県障害者スポーツ大会の開催及び参加希望者51名の千葉
県障害者スポーツ大会への参加の支援を行ったが、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大に伴い、千葉県障害者スポーツ大会は中止となった。

B
例年通り、千葉県障害者スポーツ大会の開催及び参加希望者51名の千葉
県障害者スポーツ大会への参加の支援を行ったが、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大に伴い、千葉県障害者スポーツ大会は中止となった。

継続
今後も継続して、千葉県障害者スポーツ大会開催を支援し、障害者の生き
がいと健康づくりに努めていく。

障害福祉
課

第2部 (5) ③ 1 指導者の育成の支援
指導者を育成している団体の活動に対する後援承認など
により、スポーツ・レクリエーション指導者やボランティア
の育成を支援していきます。

D
新型コロナウイルス感染症の影響により、障害者スポーツ指導員養成講習
会や船橋市スポーツ推進委員協議会の各種研修会等が中止となった。
また、市民大学校も令和２年度は休校となった。

B

新型コロナウイルス感染症の影響により、障害者スポーツ指導員養成講習
会や船橋市スポーツ推進委員協議会の各種研修会等、多くの事業が中止
となった。
また、市民大学校スポーツコミュニケーション学科では障害者スポーツ指導
員の育成講座をカリキュラムに取り入れており、10名が新たに指導員となっ
た。

継続
指導員の確保・育成は、障害者のスポーツを推進するにあたって必要不可
欠であることから、継続する。

生涯ス
ポーツ課

第2部 (5) ④ 1
競技性の高い障害者ス
ポーツの支援方法の検
討

障害者スポーツの裾野を広げる取組や、競技性の向上な
どの課題を探る等、関係部署・団体と連携し支援の方法
を検討していきます。

B

パラスポーツ協議会は、書面会議で開催する等、新型コロナウイルス感染
症対策を行いながら令和２年度は２回開催しました。
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、パラスポーツ体験会等の市主
催イベント及び関係団体が実施するイベントは中止となりました。

B

パラスポーツ協議会は、書面会議で開催する等、新型コロナウイルス感染
症対策を行いながら令和3年度は1回開催した。
新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの事業が中止となったが、新
規事業としてボッチャ交流大会を、船橋障がい者スポーツ協会や船橋市ス
ポーツ推進委員協議会と連携を図りながら開催することができた。

継続
今後も船橋市パラスポーツ協議会において意見交換を行い、障害者スポー
ツの裾野を広げる取組や競技性の向上に努めていく。

生涯ス
ポーツ課

第3部 (1) ① 1 各施設の充実

老朽箇所や、事故防止を含めたバリアフリー化などの整
備を進めるとともに、運動公園陸上競技場の第２種公認
の更新、プールの改修工事及び公共建築物保全計画に
基づく改修など、既存の施設の充実を図ります。

B
公共建築物保全計画に基づき、運動公園野球場のトイレ・陸上競技場の外
壁の改修を行った。 B

運動公園陸上競技場門扉や法典公園給湯管など、老朽化により破損及び
故障していた箇所の修繕を行った。

継続

引き続き、老朽化した箇所の修繕や。公共建築物保全計画に基づいた整
備を行う。また、運動公園陸上競技場の第2種公認の更新が令和6年度に
迫っているため、公認に必要となる写真判定機の予算要求を今年度も行
う。

生涯ス
ポーツ課

第3部 (1) ② 1 運動広場の整備・拡充
テニス、野球、グラウンドゴルフ等ができる初心者向け運
動広場の継続及び整備を図ります。また、今後も新たな
広場の確保に努めます。

B

令和3年度からの藤原運動広場専用利用開始に向けて、運用方法につい
ての住民説明会を行ったり、利便性向上の観点から広場近隣の法典公民
館へ使用手続きの事務委任を行ったりした。
また、社会教育課と連携をとりつつ生涯学習施設予約システムへの施設追
加を行った。

B
行田運動広場における利用者の音がうるさいという苦情が本年度では多く
寄せられたため、令和4年3月に防音シートの設置を行った結果、令和4年6
月現在における同様の苦情は寄せられなくなった。

継続

利用者や施設の管理人の声に耳を傾け、十分な整備の実施を継続してい
く。
また、東京オリンピック開催以降スケートボードパークの設置を望む声が多
く寄せられているため、新たな広場の確保も継続して行っていく。

生涯ス
ポーツ課

第3部 (1) ② 2
まちかどスポーツ広場の
整備・拡充

いつでも気軽に利用できるまちかどスポーツ広場を整備
していくとともに、引き続き新たな広場の確保に努めま
す。

B

北部清掃工場の跡地について、広場として活用できるよう、担当部署であ
る資源循環課と協議等を行い、供用に向けての準備を行った。
また、利用予定団体から意見を集め、利用者の立場に立ったルールづくり
を行った。

B

令和３年度より、北部清掃工場の跡地を大神保町まちかどスポーツ広場とし
て共用開始した。
また、令和３年１１月には「まちかどスポーツ広場」の区分整理を行うために
設置要綱の改正を行い、従来運動広場として位置づけられていた一部の施
設をまちかどスポーツ広場と定義した。
大神保町まちかどスポーツ広場は、利用団体数が増加していくようであれば
今後運用方法の変更を検討する。

拡大
市民からはバスケットコートやスケートボードパークなどの施設設置要望が
多くあることから、民有地等を含めて多目的に利用できる新規広場を引き
続き探していく。

生涯ス
ポーツ課

第3部 (2) ① 1
学校体育施設開放事業
の充実

学校体育施設が地域住民のスポーツ活動の拠点となるこ
とから、引き続き地域住民が主体的に運営管理していけ
るよう、登録の方法、運営委員会の在り方について検討
します。
また、利用方法、マナーなどについて引き続き指導を行
い、よりよい開放事業を目指します。

B

利用を停止した時期もあり、再開後も一部利用制限を設けての活動となっ
たが、身近なスポーツ活動の拠点として引き続き利用されている。
開放事業説明会は開催できなかったが、利用の中止、制限の延長や再開
等、学校長及び運営委員会とのやり取りも多く、連携を図れた。
利用方法やマナーについての苦情については、速やかに学校及び運営委
員会会長に連絡し、状況の把握と各団体への周知・指導を行った。

B

利用を停止した時期もあり、再開後も一部利用制限を設けての活動となった
が、身近なスポーツ活動の拠点として引き続き利用されている。
開放事業説明会は開催できなかったが、利用の中止、制限の延長や再開
等、学校長及び運営委員会とのやり取りも多く、連携を図れた。
利用方法やマナーについての苦情については、速やかに学校及び運営委
員会会長に連絡し、状況の把握と各団体への周知・指導を行った。

継続

現在の利用制限の解除について、学校と協議し検討していく。
苦情については引き続き運営委員会との連携を密にする。
全体的に施設の老朽化が見られることから、安全に利用してもらえるよう関
係部署との連携を図る。

生涯ス
ポーツ課

第3部 (3) ① 1
民間スポーツ・レクリ
エーション施設の情報提
供

民間のスポーツ・レクリエーション施設の実態を把握し、
市民が情報を利用できるよう努めます。

C
3年に1度の国の調査が行われる年ではなかったため、民間のスポーツ施
設の実態について把握することは難しく、苦慮した。

C
3年に1度の国の調査が行われる年ではなかったため、民間のスポーツ施設
の実態について把握することは難しく、苦慮した。

継続
民間スポーツ・レクリエーション施設については、国が3年に1回実施する調
査を通じて実態を把握できるよう努めていく。

生涯ス
ポーツ課

第3部 (3) ① 3
地域にある大学との連
携

大学のスポーツ施設の開放及び指導者の協力を得てス
ポーツ教室等を開設することについて協議・検討していき
ます。

D
日本大学理工学部を借りて行う予定であった、スポーツ推進委員協議会の
地区スポーツ振興事業（マラソン大会）については、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、中止となりました。

D
日本大学理工学部を借りて行う予定であった、船橋市スポーツ推進委員協
議会の地区スポーツ振興事業（マラソン大会）については、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため、中止となった。

継続
新型コロナウイルス感染症拡大状況を踏まえることを前提に、引き続き大
学等と連携していく。

生涯ス
ポーツ課
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